
　　　

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 （　　　）

７人 人 人 人 人 人

　　　　　　　　１２時３０分　～　１３時

　生徒があまり積極的になれない傾向にある武道の単元であったが、ウォーミ
ングアップを工夫していたり、生徒同士に積極的に会話させたりすることで生
き生きと活動している点を評価いただいた。時間数が少ない中で、投げ技、受
け身の技術も一定のレベルに達している生徒が多く、さらに技術を深める工夫
も提示していただいた。

７　人

ケガが起こりやすい種目であり、近くで活動する生徒同士の接触や固め技練習
中のケガにはさらなる留意が必要であると感じた。日本から生まれたスポーツ
である武道にふれ合う貴重な経験である。生徒が興味を持てるような授業展開
に意欲的に取り組んでいきたい。

成果と課題

授業研究会
の時間･参加
者の範囲･参
加人数・参
加者から出
された主な
感想･意見

授業参観者数

校外の人々
の参観にあ
たって特に
配慮した取
組

関係機関や各高等学校への事前連絡、および受付、校内案内の工夫。
校外の方にもご理解いただけるよう、指導案の工夫と配布。

形　　態
　初任研・10年研・教育課程研究委員会・
　小中高算数･数学研究会・その他（　　　　　　）（○をつける）

平成27年度「校外へ公開する研究授業」実施報告書

公開学年・公
開教科（公開

授業名）

授業者名 大槻　寛

　　　１１時　１０分～　１２時　１５分　（　　　３　時限）

実施年月日(曜)

合計
校内 校外

授業時間(時限)

関係機関指導主事、高等学校教職員、本校職員

平成　２７年　１２月　１８日 （金）

授業公開
対象者

１学年男子(３・４組)　・　体育　柔道


